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【主な研究成果】
600℃において溶融Snに対する固体Siの濡れ性を静滴法により評価した結果、接触角が約130°と明らかに濡れ性が悪いことがわかった．この結果から溶融Si浴中に固体Siが晶出した際、Si粒子間に空隙架橋による引力が生じることにより、凝集が促進されSi浴からの分離が容易となることを示唆された．
また，600℃において1時間の保持中では接触角はほぼ変化せず，濡れ性が悪いままであることがわかった．実験後に室温まで降温させた試料を確認すると凝固したSnはSi基板には付着しておらず，両者のSEM観察からSi基板/Sn液滴界面での反応が確認されなかった．これは固体Siに対する溶融Snの濡れ性が1時間の間では安定的であることを示しており，前述の固体Siの分離が容易である状況が安定的であることを明らかにした．

【今後の展望】
300℃における溶融Snに対する固体Alを初めとする種々の濡れ性を評価することにより，Sn浴を利用したアップグレードリサイクルのプロセス効率の推算に資する接触角のデータの拡充を図る．具体的にはSnとSiやAlの組み合わせだけでなく，SiやAlが酸化した場合やSnがBiに変更された場合での評価を計画している．

【具体的な成果】
　●論文
　●学会発表　日本実験力学会 2025年度年次講演会で上記の結果を発表予定
　●国際会議発表
　●招待講演
　●受賞
　●獲得外部資金　　　など。
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